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中
央
銀
行
政
策
論
に
与
え
た
バ
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ョ
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の
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一
　
は
じ
め
に
　
中
央
銀
行
政
策
理
論
の
発
展
過
程
の
中
で
、
ウ
オ
ル
タ
ー
・
バ
ジ
ョ
ッ
ト
（
W
a
l
t
e
r
B
a
g
e
h
o
t
）
の
し
め
る
位
置
は
大
き
い
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
辿
っ
た
苦
難
の
道
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
人
が
、
す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
が
、
中
央
銀
行
政
策
理
論
に
与
え
た
影
響
の
周
辺
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
少
な
い
。
　
一
八
七
三
年
に
お
け
る
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
の
出
現
は
、
一
応
古
い
時
代
に
終
止
付
を
打
ち
、
新
し
い
時
代
が
開
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
が
示
し
た
問
と
答
は
い
く
つ
か
あ
る
。
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
を
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
書
く
に
い
た
ら
せ
た
ト
ム
ソ
ン
・
ハ
ン
キ
イ
（
T
h
o
m
s
o
n
H
a
n
k
e
y
）
は
、
一
八
九
三
年
ま
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
の
職
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
一
八
四
四
年
の
ピ
ー
ル
条
例
の
原
則
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
主
張
で
き
る
人
は
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
以
後
の
時
代
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
「
他
の
市
中
銀
行
と
全
く
同
じ
」
も
の
で
は
な
く
、
唯
一
の
金
準
備
の
保
有
者
で
あ
り
、
国
内
の
金
融
機
関
が
支
払
に
困
難
を
き
た
す
場
合
は
最
後
の
支
え
と
な
る
と
い
う
特
殊
な
立
場
に
あ
る
こ
　
　
　
中
央
銀
行
政
策
論
に
与
え
た
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
影
響
－201－
　
　
　
　
中
央
銀
行
政
策
論
に
与
え
た
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
影
響
と
は
、
当
然
の
こ
と
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
こ
の
よ
う
に
、
恐
慌
に
さ
い
し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
対
処
す
べ
き
み
ち
を
は
っ
き
り
し
め
し
た
。
本
稿
の
目
的
は
、
人
間
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
周
辺
を
見
な
が
ら
、
彼
の
恐
慌
論
、
中
央
銀
行
論
を
整
理
す
る
と
共
に
、
「
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
は
、
中
央
銀
行
の
真
の
経
済
理
論
が
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
プ
レ
ス
ネ
ル
（
L
.
S
.
P
r
e
s
s
n
e
l
l
）
の
批
判
も
検
討
し
て
み
た
い
。
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ニ
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
多
才
な
業
績
と
生
涯
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
一
八
二
六
年
S
o
m
e
r
s
e
t
s
h
i
r
e
に
生
れ
、
一
八
七
七
年
に
歿
し
て
い
る
。
彼
の
父
は
、
三
十
年
間
ス
タ
ッ
キ
イ
銀
行
の
「
副
社
長
兼
専
務
取
締
役
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
位
置
を
退
く
ま
で
は
銀
行
業
の
最
も
元
老
で
あ
っ
た
。
彼
の
母
は
そ
の
銀
行
の
創
立
者
、
サ
ム
エ
ル
・
ス
ク
ッ
キ
イ
（
S
a
m
u
e
l
S
t
ﾛ
･
r
y
）
の
姪
で
あ
っ
た
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
自
身
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
ュ
ニ
バ
ー
シ
テ
イ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
後
、
弁
護
士
に
成
ろ
う
と
す
る
志
望
を
捨
て
て
、
該
銀
行
の
副
社
長
と
し
て
父
の
後
を
お
そ
っ
た
。
一
八
五
八
年
に
は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
紙
の
創
立
者
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
氏
（
J
a
m
e
s
W
i
l
s
o
n
）
の
娘
と
結
婚
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
該
新
聞
の
主
筆
と
な
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
主
筆
に
な
っ
た
こ
と
が
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
、
単
純
な
実
際
的
な
シ
テ
イ
（
C
{
t
y
｝
の
人
々
に
も
理
解
出
来
る
よ
う
な
文
を
書
く
習
慣
を
つ
け
さ
せ
、
ま
た
そ
の
目
的
の
た
め
に
少
々
文
法
を
無
視
し
た
よ
う
な
用
語
ま
で
用
い
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
バ
ジ
ョ
ッ
ト
を
「
貨
幣
市
場
」
の
作
用
へ
と
注
目
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
金
融
方
面
の
主
筆
と
し
て
、
ま
た
銀
行
業
者
と
し
て
、
理
論
と
実
際
の
両
面
を
身
に
つ
け
る
と
共
に
、
「
数
量
感
覚
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
を
、
著
し
く
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
広
範
な
研
究
範
囲
を
も
つ
学
徒
で
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
著
書
が
あ
る
。
　
一
、
『
国
際
的
鋳
造
貨
幣
も
し
く
は
万
国
貨
幣
』
の
小
著
。
｛
｝
ほ
e
r
呂
t
‘
o
呂
{
c
o
i
n
a
g
e
o
r
U
n
i
v
e
r
s
a
l
M
o
n
e
y
.
}
　
二
、
一
八
七
七
年
に
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
紙
よ
り
再
版
さ
れ
た
論
説
『
銀
の
下
落
』
。
（
D
e
p
r
e
c
i
a
t
i
o
n
o
f
S
i
l
v
e
r
.
）
　
三
、
経
済
学
の
性
質
と
限
界
に
関
す
る
、
な
ら
び
に
初
期
イ
ギ
リ
ス
経
済
学
者
と
著
作
と
に
関
す
る
一
部
分
断
片
的
な
若
干
の
論
文
。
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四
、
『
イ
ギ
リ
ス
憲
法
論
』
。
（
T
h
e
E
n
g
l
i
s
h
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
｡
1
8
6
7
｡
)
　
五
、
『
物
理
学
と
政
治
学
』
。
（
写
ぶ
ぎ
;
n
d
P
o
l
i
t
i
c
s
｡
1
8
μ
）
こ
れ
は
自
然
淘
汰
お
よ
び
遺
伝
の
諸
原
理
の
政
治
社
会
へ
の
応
用
に
関
す
る
思
想
等
に
関
し
て
、
そ
の
鋭
敏
な
洞
察
力
と
描
写
力
を
駆
使
し
て
い
る
。
　
六
、
『
議
会
改
革
論
集
』
。
（
E
s
s
a
y
s
o
n
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
a
r
y
R
e
f
o
r
戸
）
　
七
、
『
文
学
的
研
究
』
。
（
L
i
t
e
r
a
r
y
S
t
u
d
l
･
）
　
八
、
『
伝
記
的
研
究
』
。
（
B
i
o
g
r
a
p
h
i
c
a
lS
t
u
d
i
e
s
.
）
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
冷
静
な
批
評
的
な
観
察
者
で
も
あ
り
、
精
確
な
偏
頗
の
少
な
い
記
述
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
『
イ
ギ
リ
ス
憲
法
論
』
に
お
い
て
、
政
治
の
実
社
会
を
観
察
し
、
そ
の
『
物
理
学
と
政
治
学
』
に
人
と
習
俗
と
の
洞
察
が
あ
り
、
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
に
お
い
て
は
、
銀
行
業
の
諸
原
理
と
同
様
、
銀
行
業
者
と
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
の
研
究
を
成
し
た
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
、
経
済
学
者
と
し
て
の
独
創
的
な
著
作
は
、
近
代
科
学
の
根
本
的
な
諸
公
理
か
ら
彼
が
演
繹
し
た
も
の
に
基
く
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
彼
が
多
く
の
異
な
る
領
域
で
得
た
人
間
に
対
す
る
深
い
洞
察
に
一
層
多
く
基
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
む
し
ろ
現
代
の
ク
ロ
ス
・
オ
し
ハ
ー
の
時
代
に
要
請
さ
れ
る
学
際
科
学
理
解
へ
の
モ
デ
ル
的
研
究
態
度
で
あ
り
、
現
代
の
経
済
学
者
に
要
請
さ
れ
る
研
究
方
法
を
自
づ
と
身
に
つ
け
て
い
た
。
　
一
方
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
本
来
は
経
済
学
者
で
は
な
く
、
強
き
天
才
と
想
像
力
と
を
も
つ
著
述
家
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
の
用
語
は
、
常
に
、
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
そ
れ
は
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
の
中
の
題
名
に
も
伺
わ
れ
る
。
「
何
故
に
、
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
は
し
ば
し
ば
頗
る
沈
滞
し
、
ま
た
極
度
に
興
奮
す
る
か
」
等
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
ど
の
頁
を
読
ん
で
も
記
憶
に
残
る
適
切
な
言
葉
に
読
者
は
か
な
ら
ず
出
会
う
。
彼
の
澄
溂
た
る
想
像
力
は
、
ま
た
バ
ジ
ョ
ッ
ト
を
具
体
的
現
象
の
す
ば
ら
し
い
記
述
－204－
者
と
し
た
。
し
か
し
反
面
、
智
的
尊
大
と
い
う
批
判
も
免
が
れ
な
か
っ
た
。
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
は
、
彼
の
著
作
の
中
で
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
物
は
彼
の
死
の
少
し
前
に
書
か
れ
た
。
一
八
七
七
年
、
わ
ず
か
五
十
一
才
で
急
死
し
た
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
を
書
い
た
時
代
が
彼
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
ハ
リ
ー
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン
（
H
a
r
r
y
R
.
S
u
l
l
i
v
a
昌
に
よ
れ
ば
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
一
八
五
〇
年
代
の
初
期
か
ら
一
八
七
〇
年
代
の
後
期
ま
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
全
盛
期
に
著
作
に
従
事
し
て
い
た
。
そ
の
様
式
、
表
現
そ
し
て
思
想
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
す
ぐ
れ
た
学
識
を
代
表
し
て
い
る
と
い
う
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
（
M
a
t
t
h
e
w
A
r
n
o
l
d
）
の
よ
う
な
真
面
目
さ
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
（
○
s
c
a
r
W
i
l
d
e
）
の
よ
う
な
賢
明
さ
と
ウ
ィ
ッ
ト
を
も
つ
と
言
わ
れ
、
彼
の
文
体
は
、
カ
ー
デ
ィ
ナ
ル
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
（
c
a
r
d
i
n
a
l
ﾂ
y
w
E
昌
の
よ
う
に
明
確
で
、
充
分
に
調
整
さ
れ
て
い
た
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
教
養
あ
る
十
八
世
紀
型
紳
士
で
あ
り
、
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
実
業
家
の
実
用
主
義
的
な
明
敏
さ
を
も
っ
た
、
い
い
よ
う
の
な
い
魅
力
を
も
っ
て
い
た
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
も
っ
と
も
明
解
で
読
み
や
す
い
散
文
作
家
で
も
あ
っ
た
。
芸
術
家
と
し
て
、
思
想
家
と
し
て
の
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
評
価
は
、
彼
の
発
展
構
造
の
中
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
彼
は
文
中
の
諸
処
で
、
誤
ち
も
し
て
い
る
が
、
重
要
な
箇
所
で
は
な
か
っ
た
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
厖
大
な
「
伝
記
と
そ
の
作
品
」
を
編
集
し
た
ラ
ッ
セ
ル
・
バ
ー
リ
ン
ト
ン
女
史
（
M
r
s
.
R
u
s
s
e
l
B
a
r
r
i
n
g
-
t
o
昌
は
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
小
姑
で
、
彼
の
生
涯
を
書
く
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ス
（
Z
.
o
r
m
a
n
S
t
.J
o
h
n
-
S
t
e
v
a
s
）
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
紙
に
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
作
品
九
巻
の
編
集
、
出
版
に
努
力
し
た
。
そ
の
他
モ
ル
ガ
ン
（
F
o
r
r
e
s
t
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）
y
-
[
o
晨
自
］
は
一
八
八
九
年
に
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
作
品
集
を
編
集
し
、
ス
ィ
ス
ン
（
c
.
H
.
S
i
s
s
o
n
）
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
政
治
的
、
社
会
的
、
経
済
的
諸
理
論
の
動
機
に
つ
い
て
、
近
年
（
一
九
七
二
年
）
良
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
よ
う
な
バ
ジ
ョ
－205 －
ッ
ト
の
同
時
代
の
良
き
友
人
、
仲
間
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
大
量
の
研
究
に
比
べ
て
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
死
後
の
世
紀
で
は
、
彼
の
業
績
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
　
経
済
学
者
と
し
て
の
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
明
ら
か
に
リ
カ
ー
ド
学
派
に
属
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
リ
カ
ー
ド
の
政
治
経
済
は
、
商
業
が
発
展
し
、
開
放
的
競
争
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
他
国
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
考
え
て
い
た
。
例
え
ば
、
リ
カ
ー
ド
の
地
代
論
は
、
イ
ン
ド
の
よ
う
な
国
で
は
正
し
い
と
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
政
治
経
済
を
″
傾
向
の
科
学
″
と
し
て
の
み
認
め
た
。
そ
れ
ら
の
傾
向
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
国
々
で
は
、
ほ
ぼ
真
実
で
あ
り
、
そ
こ
で
さ
え
、
ほ
ぼ
真
実
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
当
代
の
最
高
の
話
し
上
手
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
、
明
瞭
で
、
機
智
に
富
み
、
常
に
会
話
に
光
を
放
つ
の
み
な
ら
ず
、
ユ
ニ
ー
ク
な
弁
舌
で
、
真
理
の
的
を
射
よ
う
と
努
力
し
、
彼
の
議
論
は
す
べ
て
刺
激
的
で
あ
り
、
し
か
も
論
争
的
で
は
な
か
っ
た
。
以
上
の
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
多
才
な
業
績
と
弾
力
的
な
非
凡
な
才
能
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
の
価
値
を
一
層
よ
く
理
解
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
－206－
　
　
　
　
　
　
三
　
一
八
五
七
年
の
金
融
恐
慌
に
つ
い
て
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々
が
認
め
る
よ
う
な
近
代
的
中
央
銀
行
政
策
論
の
礎
石
が
お
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
主
張
の
中
で
、
中
心
と
な
る
の
が
「
金
準
備
は
増
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
彼
が
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
で
、
そ
の
要
旨
を
盛
り
た
て
て
行
く
以
前
に
、
彼
の
い
く
つ
か
の
著
作
の
中
に
、
す
で
に
そ
の
火
は
燃
え
始
め
て
い
た
。
多
数
の
論
文
の
中
か
ら
、
本
章
で
は
、
一
つ
の
論
文
「
一
八
五
七
年
の
金
融
恐
慌
」
を
と
り
あ
げ
て
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
当
時
の
思
考
を
紹
介
し
て
見
よ
う
。
　
一
八
五
七
年
の
商
業
恐
慌
は
、
現
役
の
企
業
家
す
べ
て
に
不
安
を
も
た
ら
し
、
一
八
四
四
年
の
ピ
ー
ル
条
例
の
停
止
は
、
経
済
学
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
人
々
の
心
に
も
、
通
貨
問
題
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
恐
慌
は
イ
ギ
リ
ス
の
銀
行
慣
習
と
通
貨
規
制
に
、
す
ば
ら
し
い
光
を
投
げ
か
け
て
く
れ
た
と
い
う
。
一
八
四
七
年
の
恐
慌
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
に
よ
れ
ば
、
鉄
道
狂
、
悪
天
候
に
よ
る
凶
作
と
い
う
特
異
な
事
情
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
八
五
七
年
に
は
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
も
な
く
、
銀
行
業
務
、
金
融
取
引
の
一
部
を
除
外
し
て
国
内
産
業
は
全
く
健
全
で
あ
っ
た
。
一
八
五
七
年
の
恐
慌
時
に
は
、
二
つ
の
重
要
な
外
国
市
場
の
混
乱
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
当
局
は
、
地
金
保
有
高
一
、
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
、
支
払
準
備
金
六
、
二
九
六
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
に
達
し
た
こ
と
に
安
心
し
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
と
東
洋
向
け
の
一
○
○
万
ポ
ン
ド
の
正
貨
の
輸
出
に
つ
い
て
交
渉
を
開
始
、
そ
の
一
週
間
後
に
ア
メ
リ
カ
で
恐
慌
が
勃
発
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
恐
慌
は
、
金
鉱
の
大
発
見
、
鉄
道
の
拡
張
、
銀
行
の
発
達
と
投
機
の
進
展
と
い
う
一
連
の
事
－207－
態
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
影
響
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
及
ん
だ
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
金
融
的
破
産
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
お
い
て
も
何
ら
重
要
な
銀
行
通
貨
の
拡
大
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
よ
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
統
計
で
し
め
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
で
は
長
期
的
に
不
健
全
な
信
用
体
系
に
導
か
れ
て
い
た
し
、
ア
メ
リ
カ
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
関
し
て
二
つ
の
顕
著
な
事
情
を
注
目
す
べ
き
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
規
模
な
信
用
制
度
で
あ
る
。
革
命
の
多
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
期
待
さ
れ
た
取
引
が
必
然
的
に
妨
害
さ
れ
、
商
業
信
用
の
制
度
は
育
た
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
貿
易
は
借
入
あ
る
い
は
信
用
に
基
盤
を
お
く
こ
と
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
ロ
ン
バ
ー
ド
街
や
ウ
オ
ー
ル
街
が
経
験
し
た
よ
う
な
パ
ニ
ッ
ク
に
さ
ら
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
多
分
、
当
時
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
資
本
で
な
い
単
一
の
冒
険
的
投
機
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
地
方
銀
行
家
も
、
ロ
ン
ド
ン
銀
行
家
と
同
様
、
彼
ら
の
日
常
の
業
務
が
必
要
と
す
る
最
低
額
を
、
彼
ら
の
金
庫
に
保
有
し
て
い
る
だ
け
で
、
彼
ら
の
準
備
金
の
残
余
は
、
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
保
有
さ
れ
て
い
る
か
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
勘
定
を
も
つ
、
ロ
ン
ド
ン
の
銀
行
家
に
預
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
地
金
の
枯
渇
を
処
理
で
き
る
大
き
な
貯
蔵
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
金
庫
以
外
に
は
な
か
っ
た
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
貿
易
の
急
速
な
拡
大
を
考
慮
し
た
時
、
単
一
の
機
関
が
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
の
地
金
準
備
を
保
有
し
て
い
る
の
は
充
分
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
巨
大
な
絶
対
的
特
権
を
与
え
て
し
ま
っ
た
結
果
、
外
国
と
の
戦
争
や
、
国
内
パ
ニ
ッ
ク
あ
ろ
い
は
国
際
支
払
に
対
し
て
振
出
す
唯
一
の
フ
ァ
ン
ド
が
一
群
の
理
事
た
ち
の
統
制
の
な
い
管
理
の
下
に
お
か
れ
て
い
る
の
は
危
険
で
あ
る
と
い
う
。
ピ
ー
ル
法
は
、
銀
行
準
備
が
近
年
数
百
万
ポ
ン
ド
か
ら
九
五
九
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
に
減
少
し
た
の
で
廃
棄
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
不
当
な
特
権
を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
慣
習
に
よ
っ
て
維
持
し
て
い
る
。
同
年
十
一
月
十
八
日
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
銀
行
債
権
と
紙
幣
に
対
し
て
保
有
し
て
い
る
地
金
準
備
は
六
、
六
八
四
、
〇
〇
〇
ポ
－208－
ン
ド
で
あ
り
、
こ
れ
は
厖
大
な
債
務
に
対
す
る
準
備
と
し
て
非
常
に
少
な
い
。
　
も
う
一
つ
の
事
情
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
株
式
銀
行
に
よ
る
彼
ら
の
資
本
な
ら
び
に
予
金
の
即
時
貸
付
の
制
度
と
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
北
部
証
券
の
再
割
引
に
よ
る
必
要
資
金
獲
得
の
制
度
で
あ
る
。
例
え
ば
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
証
券
は
貸
付
す
る
貨
幣
を
も
つ
人
々
に
と
っ
て
は
優
良
証
券
で
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
業
あ
る
い
は
非
商
業
地
域
の
多
く
で
、
そ
の
余
剰
資
金
は
、
ビ
ル
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
株
式
銀
行
に
貸
付
ら
れ
、
彼
ら
に
よ
っ
て
北
部
銀
行
に
よ
る
ロ
ン
ド
ン
向
手
形
を
割
引
く
こ
と
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
割
引
商
会
は
何
ら
現
金
準
備
も
も
た
ず
に
経
営
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
預
金
の
払
い
戻
し
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
と
割
引
商
会
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
資
金
援
助
を
求
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
当
時
の
国
会
は
、
再
割
引
の
頁
に
有
益
な
制
度
の
批
判
を
行
な
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
ピ
ー
ル
法
が
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
し
て
パ
ニ
ッ
ク
の
困
難
時
に
効
力
を
発
揮
し
て
い
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
力
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
銀
行
券
の
準
備
が
一
〇
〇
万
以
下
で
あ
っ
た
時
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
無
制
限
な
貸
付
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
た
ち
が
行
な
う
所
の
業
務
が
、
如
何
に
ピ
ー
ル
条
例
の
条
項
以
内
で
運
営
さ
れ
得
る
か
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
六
〇
〇
万
な
い
し
七
〇
〇
万
以
上
の
地
金
準
備
が
か
か
る
貸
付
に
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
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四
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
の
目
的
と
提
案
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
多
く
の
実
務
家
は
書
く
こ
と
が
出
来
ず
、
多
く
の
著
作
家
は
ビ
ズ
ネ
ス
を
何
も
知
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
ビ
ズ
ネ
ス
に
つ
い
て
の
著
作
は
、
読
む
に
足
ら
な
い
も
の
か
、
も
し
く
は
真
実
で
は
な
い
と
述
べ
、
彼
の
日
常
の
業
務
の
テ
ー
マ
に
、
最
高
の
文
学
的
才
能
を
投
資
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
市
場
リ
ポ
ー
ト
と
同
様
充
実
し
た
、
そ
し
て
小
説
よ
り
も
魅
力
の
あ
る
一
冊
の
本
を
う
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
バ
ー
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
驚
嘆
す
べ
き
文
学
作
品
の
一
つ
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
興
味
の
な
い
よ
う
な
事
柄
に
、
マ
コ
ー
レ
ー
（
T
h
o
m
a
s
B
.
M
a
c
a
u
l
a
y
｡1
8
0
0
-
沼
・
）
も
出
来
な
か
っ
た
よ
う
な
魅
力
を
あ
た
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
類
例
の
な
い
原
因
か
ら
説
明
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
光
を
あ
て
る
と
い
う
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
偉
大
な
才
能
の
す
ば
ら
し
い
例
で
も
あ
る
と
い
う
。
　
ハ
ー
ト
レ
ー
・
ウ
ィ
ザ
ー
ス
（
H
a
r
t
l
e
y
W
i
t
h
e
r
s
)
は
『
ロ
ン
バ
ー
ト
街
』
の
序
言
で
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
信
用
制
度
は
生
き
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
過
去
か
ら
成
育
し
、
そ
の
未
来
へ
と
成
長
し
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
な
る
人
も
、
そ
の
一
部
で
あ
る
過
去
に
つ
い
て
い
く
ら
か
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
限
り
、
そ
の
現
在
の
理
解
を
の
ぞ
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
ロ
－210－
ン
バ
ー
ト
街
』
は
、
著
者
の
天
賦
の
光
を
以
て
、
わ
れ
わ
れ
が
迫
り
来
っ
た
道
を
照
ら
す
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
自
身
は
、
一
八
七
〇
年
の
秋
に
着
手
し
て
以
来
、
緊
急
の
仕
事
と
不
健
康
の
た
め
、
し
ば
し
ば
中
断
し
な
が
ら
一
八
七
三
年
に
完
成
し
た
た
め
、
長
く
か
か
っ
て
書
か
れ
た
書
物
の
不
統
一
性
を
弁
解
し
、
主
と
し
て
四
種
の
連
中
Ｉ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
そ
の
他
の
株
式
銀
行
、
個
人
銀
行
、
ビ
ル
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
連
中
に
喜
ば
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
し
か
し
、
書
か
れ
た
事
柄
は
、
性
急
に
出
来
上
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
ロ
ン
バ
ー
ド
街
」
自
身
の
中
で
徐
々
に
成
熟
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
こ
の
書
を
通
じ
て
絶
え
ず
、
以
下
の
目
的
を
心
が
け
て
い
た
。
彼
は
事
業
家
と
学
徒
と
の
双
方
に
印
象
を
与
え
よ
う
と
努
め
、
実
社
会
の
人
々
に
も
学
徒
に
も
向
く
様
に
書
い
た
の
で
あ
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
経
済
学
は
事
業
の
科
学
で
あ
り
、
そ
の
事
業
も
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
生
産
的
、
商
業
的
、
社
会
に
お
け
る
事
業
で
あ
る
。
経
済
学
は
イ
ギ
リ
ス
が
そ
れ
に
よ
っ
て
富
裕
に
な
っ
た
大
商
業
の
一
つ
の
分
析
で
あ
り
、
そ
の
大
商
業
機
構
の
も
つ
と
も
必
要
な
部
分
の
一
つ
は
、
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
貨
幣
市
場
で
あ
る
。
　
リ
カ
ー
ド
（
D
S
に
汐
a
ふ
o
）
、
マ
ル
サ
ス
（
T
h
o
m
a
s
M
a
l
t
h
u
s
)
'
ス
ミ
ス
(
A
d
a
m
S
m
i
t
h
）
に
先
立
つ
前
時
代
に
お
い
て
は
、
不
利
な
職
業
か
ら
有
利
な
職
業
へ
の
労
働
の
移
動
は
存
在
せ
ず
、
資
本
の
移
動
も
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
大
商
業
の
世
界
に
お
い
て
こ
そ
、
労
働
の
移
動
が
あ
り
さ
ら
に
親
し
い
資
本
の
移
動
が
行
な
わ
れ
る
。
銀
行
や
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
手
中
に
は
、
そ
の
国
の
貸
付
基
金
が
存
在
す
る
。
そ
の
基
金
は
、
も
し
そ
の
産
業
が
銀
行
の
規
定
に
該
当
す
る
抵
当
物
を
与
え
さ
え
す
れ
ば
、
有
利
な
産
業
ヘ
一
瞬
に
し
て
移
動
す
る
。
資
本
を
不
利
な
企
業
か
ら
抽
き
出
し
、
一
層
有
利
な
企
業
へ
投
入
し
よ
う
と
す
る
以
上
の
動
因
は
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
示
し
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
銀
行
制
度
の
発
達
に
お
い
て
も
っ
と
も
完
成
さ
れ
て
い
た
。
－211－
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
考
え
で
は
、
一
八
四
四
年
の
条
例
は
金
融
市
場
に
お
い
て
は
単
に
従
属
的
事
項
た
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
で
は
一
八
四
四
年
の
条
例
に
は
出
来
る
か
ぎ
り
論
及
し
な
い
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
。
一
八
四
四
年
か
ら
す
で
に
四
半
世
紀
を
す
ぎ
た
当
時
に
お
い
て
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
が
銀
行
業
の
、
ほ
と
ん
ど
信
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
の
発
展
を
な
し
た
時
期
に
お
い
て
、
そ
の
ず
れ
を
感
じ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
こ
の
書
の
初
め
で
、
ロ
ン
バ
ー
ド
街
を
「
世
界
未
曽
有
の
経
済
力
と
経
済
的
精
緻
と
の
最
大
の
綜
合
」
と
述
べ
て
い
る
。
貨
幣
は
（
こ
こ
で
は
借
入
資
本
の
意
味
）
万
民
の
認
め
る
よ
う
に
経
済
力
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
に
お
い
て
も
っ
と
も
豊
富
に
貨
幣
を
有
し
、
他
の
ど
こ
の
国
よ
り
も
一
層
敏
速
に
且
つ
一
層
容
易
に
融
通
し
得
る
現
金
を
も
っ
て
い
る
。
い
か
な
る
外
国
と
い
え
ど
も
ロ
ン
バ
ー
ド
街
に
お
い
て
は
あ
る
価
格
を
も
っ
て
、
す
な
わ
ち
で
き
る
だ
け
高
価
に
で
も
、
で
き
る
だ
け
廉
価
に
で
も
貨
幣
を
借
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
る
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
が
世
界
中
で
最
大
の
資
金
国
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
て
も
、
他
の
い
か
な
る
処
よ
り
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
預
金
残
高
が
当
時
ど
れ
ほ
ど
大
で
あ
っ
た
か
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
　
ロ
ン
ド
ン
（
一
八
七
二
年
十
二
月
三
十
一
日
」
　
　
…
…
一
一
一
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
。
　
パ
リ
（
一
八
七
三
年
二
月
二
十
七
日
）
　
　
…
…
　
一
三
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
。
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
一
八
七
三
年
二
月
）
　
　
…
…
　
四
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
。
　
ド
イ
ツ
帝
国
（
一
八
七
三
年
一
月
三
十
一
日
）
－212 －
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沿
）
…
…
八
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
。
　
も
ち
ろ
ん
、
銀
行
の
預
金
は
金
融
市
場
の
資
カ
の
厳
密
に
精
確
な
尺
度
で
は
な
い
。
し
か
し
諸
銀
行
に
貨
幣
が
集
積
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
融
市
場
が
非
常
に
富
裕
と
な
り
、
他
の
諸
国
の
金
融
市
場
を
高
く
凌
駕
す
る
に
い
た
っ
た
、
唯
一
の
原
因
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
主
た
る
原
因
で
あ
ろ
う
。
　
前
述
の
よ
う
に
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
は
、
恐
慌
に
さ
い
し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
対
処
す
べ
き
み
ち
を
は
っ
き
り
と
示
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
こ
そ
唯
一
の
金
準
備
の
保
有
者
で
あ
り
、
国
内
の
金
融
機
関
が
支
払
に
困
難
を
き
た
す
よ
う
な
場
合
に
は
最
後
の
支
え
と
な
る
源
泉
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
責
任
の
実
体
は
何
か
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
こ
の
重
責
を
全
う
す
る
た
め
の
最
上
の
方
策
は
何
で
あ
ろ
う
か
と
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
設
問
し
た
の
で
あ
る
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
そ
れ
に
対
し
て
以
下
三
つ
の
救
済
策
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
多
く
の
論
証
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
　
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
の
筆
を
す
す
め
た
の
で
あ
ろ
。
す
な
わ
ち
、
　
そ
の
一
つ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
と
公
衆
と
の
問
に
明
確
な
る
了
解
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
終
局
的
な
銀
行
支
払
準
備
金
を
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
義
務
を
承
認
し
、
銀
行
業
の
普
通
の
原
則
に
従
っ
て
、
外
国
か
ら
請
求
の
あ
る
場
合
に
は
充
分
に
之
を
補
填
し
、
国
内
の
パ
ニ
ッ
ク
時
に
は
寛
大
に
且
つ
即
座
に
之
を
貸
し
つ
け
る
こ
と
。
　
そ
の
二
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
取
締
は
後
に
説
明
す
る
様
に
改
善
す
る
こ
と
。
素
人
分
子
を
減
少
し
、
練
達
の
銀
行
家
を
増
加
す
べ
き
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
管
理
の
恒
久
性
を
一
層
確
実
に
す
べ
き
で
あ
る
。
　
第
三
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
他
の
わ
が
国
の
銀
行
制
度
に
も
注
意
し
、
で
き
ろ
限
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
対
す
ろ
要
求
を
少
な
く
さ
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
－213－
　
　
　
　
　
　
五
　
中
央
銀
行
政
策
論
に
与
え
た
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
影
響
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
中
央
銀
行
政
策
論
に
与
え
た
影
響
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
主
な
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
順
次
説
明
し
て
見
よ
う
。
そ
れ
ら
は
以
下
四
つ
の
項
目
に
集
約
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
は
、
準
備
金
に
つ
い
て
、
第
二
は
、
公
定
歩
合
に
つ
い
て
、
第
三
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
た
ち
の
行
動
に
つ
い
て
、
第
四
は
、
大
蔵
省
証
券
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
す
べ
て
相
互
に
関
連
が
あ
る
。
　
ま
ず
金
準
備
に
関
連
し
て
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
が
指
摘
し
た
主
要
問
題
の
一
つ
は
、
広
範
な
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
に
対
す
る
銀
行
と
し
て
の
ロ
ン
ド
ン
の
資
産
と
債
務
の
非
常
に
増
大
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
八
五
〇
年
代
末
期
以
降
に
お
い
て
鉄
道
と
汽
船
は
金
現
送
点
の
幅
を
せ
ば
め
、
電
信
は
金
融
市
場
間
の
結
び
つ
き
を
密
接
に
し
た
。
さ
ら
に
ロ
ン
ド
ン
に
海
外
銀
行
が
設
立
さ
れ
る
等
、
す
べ
て
ゴ
ッ
シ
ェ
ン
（
べ
汗
呂
n
t
G
o
s
c
h
e
n
）
が
そ
の
著
作
に
お
い
て
明
快
に
論
述
し
た
通
り
で
あ
っ
た
。
ゴ
ッ
シ
ェ
ン
の
著
作
が
出
た
数
年
後
、
一
八
七
〇
年
の
戦
争
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
パ
リ
金
融
市
場
崩
壊
の
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
市
場
の
重
要
性
は
さ
ら
に
増
大
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
新
し
い
責
務
に
と
も
な
っ
て
生
じ
て
き
た
諸
問
題
に
対
す
る
バ
ジ
ョ
ッ
ト
自
身
の
解
決
策
は
、
同
行
－214 －
の
金
準
備
を
増
加
す
る
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
内
用
、
対
外
決
済
用
と
を
問
わ
ず
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
巨
額
の
資
金
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
金
準
備
は
増
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
正
に
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
立
論
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
理
論
は
、
一
九
一
四
年
に
い
た
る
ま
で
と
く
に
異
論
が
な
く
、
「
も
っ
と
も
知
的
な
論
議
の
場
を
つ
ら
ぬ
く
主
流
で
あ
っ
た
」
と
セ
エ
イ
ヤ
ー
ス
（
R
i
c
h
a
r
d
S
.
S
a
v
e
r
s
）
も
指
摘
し
て
い
る
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
巨
額
の
か
ね
を
銀
行
家
に
預
け
て
い
る
人
は
危
険
を
冒
し
て
便
宜
を
得
て
い
る
。
彼
ら
に
は
も
し
そ
の
銀
行
が
破
産
す
れ
ば
こ
れ
を
失
う
恐
れ
が
あ
る
。
他
の
銀
行
は
す
べ
て
そ
の
支
払
準
備
金
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
摂
行
に
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
こ
れ
が
破
産
す
れ
ば
彼
ら
も
破
産
す
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
彼
ら
は
困
難
な
場
合
、
殊
に
危
機
に
際
し
て
は
、
こ
の
困
難
と
危
機
と
に
応
ず
る
た
め
に
保
有
す
る
余
剰
資
金
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
手
に
仰
ぐ
の
で
あ
る
。
『
ピ
ー
ル
条
例
』
は
銀
行
部
の
枯
渇
の
た
め
に
、
三
度
も
停
止
さ
れ
た
。
こ
の
条
例
が
破
ら
れ
る
に
先
だ
っ
て
旅
行
部
の
保
有
高
は
、
　
一
八
四
七
年
に
は
）
、
九
九
四
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
、
　
一
八
五
七
年
に
は
一
、
四
六
二
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
、
　
一
八
六
六
年
に
は
三
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
と
な
っ
た
。
事
実
、
こ
れ
ら
の
年
に
、
此
の
法
律
が
も
し
破
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
銀
行
部
は
存
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
業
務
は
、
幾
多
の
改
善
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
業
務
は
改
善
さ
れ
た
が
そ
の
理
論
は
そ
う
で
な
い
と
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
指
摘
す
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
理
事
者
は
、
彼
ら
が
い
く
ら
の
準
備
金
を
保
有
す
る
つ
も
り
で
い
る
の
か
、
ま
た
い
く
ら
ま
で
の
つ
も
り
は
な
い
の
か
、
ま
た
こ
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
い
か
な
る
原
理
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
処
理
－215－
し
て
い
る
の
か
を
、
た
と
え
概
略
で
も
表
示
し
よ
う
と
い
う
明
確
な
決
議
を
し
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
こ
れ
を
公
衆
に
発
表
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
た
こ
と
も
な
い
と
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
い
う
。
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
者
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
経
営
に
彼
ら
の
個
人
的
財
産
を
賭
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
裕
福
な
る
シ
テ
ィ
の
商
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
対
す
る
利
害
関
係
は
、
彼
ら
の
所
有
す
る
他
と
比
較
し
て
わ
ず
か
の
も
の
で
あ
っ
た
。
も
し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
解
散
さ
れ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
の
多
く
の
も
の
は
そ
の
所
得
に
は
ほ
と
ん
ど
何
ら
の
影
響
を
も
感
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
者
は
熟
練
し
た
銀
行
家
で
は
な
い
。
彼
ら
は
商
人
で
あ
り
、
理
事
の
業
務
の
教
育
を
受
け
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
本
心
は
ほ
と
ん
ど
全
て
、
彼
ら
自
身
の
業
務
に
向
け
ら
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
云
）
と
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
指
摘
し
た
。
　
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
金
融
市
場
に
対
し
て
、
そ
の
市
場
の
状
態
が
相
当
確
実
と
な
る
ま
で
は
、
現
金
を
入
れ
な
い
ど
こ
ろ
で
な
く
、
か
な
り
初
期
に
、
な
お
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
信
用
の
不
確
実
な
と
き
に
、
自
分
自
身
の
利
益
の
た
め
に
金
融
市
場
に
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
比
較
的
有
利
に
借
入
を
な
す
為
に
、
己
れ
自
身
の
資
金
の
保
管
と
利
潤
と
を
、
そ
の
他
の
特
権
と
共
に
唯
一
の
銀
行
に
与
え
た
。
し
た
が
っ
て
政
府
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
当
時
ま
で
、
実
際
的
に
も
、
ま
た
事
実
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
金
融
市
場
自
体
に
そ
の
監
督
を
委
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
額
の
資
金
を
こ
の
市
場
に
預
託
し
て
い
る
の
で
で
き
な
い
。
ま
た
こ
の
資
金
を
失
っ
て
し
ま
え
ば
、
支
払
う
べ
き
も
の
を
支
払
っ
て
行
く
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
そ
う
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
制
度
の
欠
陥
に
つ
い
て
、
以
下
四
つ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
国
家
の
援
助
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
の
で
、
自
然
発
生
的
制
度
よ
り
も
国
家
の
援
助
を
必
要
と
す
る
場
合
が
多
い
。
第
二
に
、
単
一
準
備
金
制
度
と
し
て
、
金
融
市
場
の
預
託
の
現
金
を
他
の
如
何
な
る
制
度
よ
り
も
、
よ
り
少
額
に
し
、
従
っ
て
ま
た
そ
の
－216－
市
場
を
一
層
敏
感
に
す
る
。
そ
こ
で
は
債
務
に
対
応
す
る
保
蔵
金
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
準
備
金
の
運
用
の
い
か
な
る
ミ
ス
も
比
較
的
重
大
な
効
果
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
第
三
に
、
こ
の
国
の
単
一
準
備
金
は
、
そ
の
性
質
上
必
然
的
に
一
つ
の
理
事
会
に
託
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
だ
け
の
知
識
に
依
存
し
て
い
ろ
の
で
あ
っ
て
、
多
く
の
商
売
の
よ
う
に
、
多
数
の
競
争
者
の
賢
明
さ
と
愚
か
さ
と
、
思
慮
と
無
分
別
と
の
平
均
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
四
に
、
理
事
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
委
員
会
と
同
様
に
、
そ
の
株
主
に
ょ
っ
て
高
配
当
を
、
そ
れ
故
ま
た
少
な
い
準
備
金
の
保
有
を
強
要
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
公
共
的
利
害
関
係
か
ら
は
か
な
ら
ず
多
額
の
準
備
金
の
保
有
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
　
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
こ
の
よ
う
な
独
特
の
制
度
を
作
り
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
進
ん
で
こ
れ
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
ま
で
あ
え
て
し
た
。
一
七
九
七
年
ピ
ッ
ト
は
、
銀
行
支
払
準
備
金
の
低
位
の
為
、
対
外
的
支
払
に
要
す
る
正
貨
に
不
安
を
感
じ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
対
し
て
、
現
金
支
払
停
止
を
命
じ
た
。
こ
の
一
七
九
七
年
か
ら
一
八
一
九
年
に
い
た
る
期
間
は
銀
行
制
限
の
期
間
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
摂
行
は
、
こ
の
期
間
中
そ
の
銀
行
券
を
現
金
で
支
払
う
と
い
り
契
約
を
履
行
し
な
か
っ
た
し
、
ま
た
履
行
す
る
こ
と
を
法
律
に
ょ
っ
て
強
制
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
「
銀
行
制
限
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
正
に
正
し
く
、
一
七
九
七
年
の
政
策
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
唯
一
の
適
当
な
言
葉
で
あ
っ
た
と
バ
ジ
ョ
ッ
ト
も
述
べ
て
い
る
。
ピ
ッ
ト
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
、
そ
の
銀
行
券
を
正
貨
で
支
払
う
必
要
が
な
い
と
い
っ
た
の
で
は
な
く
、
彼
は
、
こ
れ
を
「
制
限
し
て
」
支
払
う
こ
と
を
抑
止
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
七
九
七
年
か
ら
一
八
四
四
年
ま
で
の
間
、
銀
行
理
事
者
は
、
適
切
な
注
意
は
全
く
し
な
か
っ
た
。
そ
の
心
底
で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
一
種
の
不
死
の
生
命
を
有
し
、
普
通
銀
行
の
配
慮
を
超
越
す
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
欲
す
る
だ
け
の
も
の
を
貸
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
の
ぞ
む
だ
け
の
も
の
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
自
分
自
身
に
対
す
る
危
害
を
何
ら
お
そ
れ
る
必
要
も
な
く
、
自
分
自
身
の
意
向
以
外
に
何
ら
実
質
的
抑
制
は
受
け
な
い
と
い
う
銀
行
で
あ
っ
－217 －
た
。
か
く
て
公
衆
の
考
え
も
ま
た
当
然
に
堕
落
し
て
き
た
。
一
七
九
一
年
以
後
公
衆
は
常
に
政
府
が
必
要
と
あ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
を
援
助
す
る
も
の
と
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
　
周
知
の
よ
う
に
、
地
金
論
争
、
通
貨
論
争
を
通
し
て
、
五
十
年
以
上
の
も
の
間
ｌ
一
七
九
三
年
―
一
八
四
四
年
－
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
公
の
職
分
に
関
し
て
は
げ
し
い
論
争
が
行
な
わ
れ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
紙
幣
の
管
理
者
で
あ
る
と
、
一
方
で
は
そ
の
功
績
を
評
価
し
、
他
の
人
々
は
そ
れ
が
、
非
常
に
害
を
お
よ
ぼ
す
も
の
と
主
張
し
た
。
こ
の
論
議
は
、
一
八
四
四
年
の
条
例
に
よ
っ
て
終
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
通
貨
は
自
ら
管
理
を
な
す
こ
と
に
な
っ
た
。
全
活
動
が
自
動
的
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
も
は
や
明
ら
か
に
通
貨
を
管
理
し
て
い
な
い
、
管
理
す
べ
き
も
の
と
い
う
こ
と
さ
え
で
き
な
い
。
か
く
し
て
従
来
こ
の
銀
行
に
帰
せ
ら
れ
た
公
の
責
任
の
唯
一
の
根
拠
も
明
ら
か
に
失
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
軽
卒
に
も
多
く
の
人
々
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
は
何
ら
の
責
任
も
な
い
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
卜
が
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』
を
書
い
た
あ
と
主
要
国
の
多
く
は
貨
幣
関
係
諸
法
の
改
正
を
お
こ
な
い
、
純
粋
な
国
際
金
本
位
制
を
採
用
し
た
。
こ
の
制
度
は
約
四
〇
年
つ
づ
き
、
そ
の
全
期
間
を
通
じ
、
ロ
ン
ド
ン
は
最
大
の
金
の
自
由
市
場
で
あ
り
、
国
際
的
資
金
供
給
者
で
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
新
し
い
責
務
に
と
も
な
っ
て
生
じ
て
き
た
諸
問
題
に
対
す
る
バ
ジ
ョ
ッ
ト
自
身
の
解
決
策
は
同
行
の
金
準
備
を
増
加
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
解
決
策
と
な
っ
た
の
は
、
公
定
歩
合
と
い
う
武
器
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
銀
行
券
の
兌
換
性
と
い
う
の
が
、
真
に
危
惧
に
ひ
ん
し
た
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
金
準
備
が
大
な
ら
ば
弾
カ
的
な
金
利
政
策
の
必
要
は
な
く
、
逆
に
金
利
政
策
の
効
果
的
な
運
用
が
あ
れ
ば
巨
額
な
金
準
備
の
必
要
は
少
な
い
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
二
つ
は
二
者
択
一
で
あ
る
が
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
当
時
は
、
ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
に
お
い
て
は
公
定
歩
合
と
金
準
備
を
時
に
応
じ
て
併
用
し
、
並
列
し
て
そ
の
必
要
性
を
議
論
し
た
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
間
ち
が
っ
て
は
－2:L8－
い
な
か
っ
た
。
　
公
定
歩
合
の
操
作
は
、
市
場
金
利
の
反
映
を
必
要
と
す
る
が
、
一
八
七
〇
年
代
以
前
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
そ
の
こ
と
が
自
由
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
当
時
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
株
式
銀
行
お
よ
び
株
式
銀
行
の
コ
ー
ル
資
金
に
依
存
す
る
手
形
仲
買
人
の
急
速
な
発
達
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
市
場
資
金
の
半
分
を
供
給
す
る
通
常
の
源
泉
と
し
て
の
地
位
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
一
八
五
八
年
以
降
、
同
行
は
デ
ィ
ス
カ
ン
ウ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
を
で
き
る
だ
け
自
立
せ
し
め
よ
う
と
の
政
策
を
と
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
営
業
上
の
継
続
的
な
接
触
を
失
な
い
、
同
行
の
見
解
を
日
々
市
場
に
浸
透
せ
し
め
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
と
い
う
結
果
を
招
い
た
。
第
三
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
過
去
数
十
年
間
に
わ
た
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
自
己
の
収
益
に
関
心
を
抱
い
て
き
た
が
、
こ
の
た
め
に
、
金
利
政
策
の
効
果
を
強
め
は
す
る
が
、
同
行
株
主
に
と
っ
て
高
い
も
の
に
つ
く
公
開
市
場
操
作
の
実
施
を
抑
制
す
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
高
い
公
定
歩
合
の
も
つ
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
効
果
を
認
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
割
引
率
の
引
上
げ
は
、
こ
の
国
の
景
気
に
す
ぐ
影
響
す
る
。
物
価
は
国
内
で
下
落
す
る
。
そ
の
結
果
、
輸
入
が
減
少
し
、
輸
出
が
増
加
す
る
。
そ
れ
故
に
割
引
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
後
に
は
、
こ
の
国
へ
の
地
金
の
純
流
入
は
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
一
層
増
大
す
る
」
と
。
　
国
内
の
パ
ニ
ッ
ク
と
地
金
に
対
す
る
海
外
か
ら
の
請
求
と
は
、
普
通
同
時
に
生
ず
る
。
外
国
へ
の
流
出
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
金
庫
を
空
に
す
る
。
そ
の
枯
渇
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
割
引
率
の
引
き
上
げ
は
、
市
場
を
脅
か
す
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
複
合
し
た
弊
害
を
処
置
す
る
た
め
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
金
の
対
外
流
出
を
と
め
る
に
必
要
な
高
さ
ま
で
利
子
率
を
ひ
き
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
よ
う
に
引
き
上
げ
た
利
子
率
を
も
っ
て
寛
大
に
貸
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寛
大
な
貸
付
と
は
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
「
す
べ
て
の
優
良
な
銀
行
証
券
担
保
」
貸
付
を
意
味
し
、
単
に
慣
習
的
に
適
格
と
さ
れ
た
手
形
や
政
府
証
券
を
担
保
と
す
－219 －
る
貸
付
を
意
味
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
パ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
処
置
の
仕
方
は
、
た
だ
貸
付
を
拒
否
し
た
り
、
割
引
額
の
割
当
を
行
な
う
代
り
に
、
高
い
公
定
歩
合
に
頼
る
と
い
う
方
策
を
再
述
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
次
に
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
の
怠
慢
さ
と
そ
の
行
動
の
必
然
性
を
指
摘
し
、
終
身
副
総
裁
制
度
を
提
唱
し
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
そ
の
金
準
備
が
深
刻
な
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
時
は
い
つ
で
も
、
例
外
的
な
行
動
を
と
り
、
ク
ラ
ッ
パ
ム
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
マ
レ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
商
会
と
い
う
仲
買
商
を
通
じ
て
市
場
か
ら
単
純
な
借
入
れ
さ
え
行
な
っ
た
。
　
こ
れ
ら
仲
買
商
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
保
有
す
る
政
府
証
券
を
担
保
と
し
て
、
通
常
の
割
引
業
者
が
お
こ
な
う
の
と
同
様
に
、
市
場
で
オ
フ
ァ
ー
を
お
こ
な
っ
て
短
期
資
金
を
取
入
れ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
こ
う
し
た
や
り
か
た
に
よ
っ
て
市
場
資
金
を
吸
い
上
げ
、
市
場
金
利
を
自
己
の
思
う
水
準
ま
で
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
合
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
マ
レ
ン
商
会
や
マ
ー
シ
ャ
ル
商
会
が
自
行
の
た
め
に
市
場
で
借
入
れ
た
資
金
に
対
し
金
利
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
同
行
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
）
こ
の
出
資
を
し
ぶ
し
ぶ
や
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
外
部
か
ら
み
て
、
同
行
の
行
動
は
、
し
ば
し
ば
明
確
さ
を
欠
き
敏
速
を
欠
く
行
動
と
批
判
さ
れ
、
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
情
況
も
あ
っ
た
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
、
終
身
副
総
裁
制
度
の
提
唱
は
、
（
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
第
八
章
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
取
締
」
の
所
で
長
々
と
総
裁
、
副
総
裁
の
問
題
点
を
の
べ
た
が
）
そ
の
背
後
に
、
以
上
の
よ
う
な
情
況
が
あ
っ
た
こ
と
も
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
最
後
に
、
大
蔵
省
証
券
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
一
九
一
四
年
か
ら
一
八
年
の
大
戦
に
ょ
っ
て
、
シ
テ
ィ
に
も
た
ら
さ
れ
た
基
本
的
変
化
は
、
は
じ
め
て
政
府
証
券
が
商
業
手
形
を
凌
駕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
大
戦
は
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
が
商
業
為
替
手
形
を
ま
ね
て
考
案
し
た
政
府
の
短
期
約
束
手
形
で
あ
る
大
蔵
省
証
券
の
増
発
を
も
た
ら
し
た
。
▽
九
一
四
年
以
前
に
は
、
大
蔵
－220 －
省
証
券
の
発
行
は
め
っ
た
に
三
、
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
二
一
年
に
は
一
二
億
ポ
ン
ド
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
一
八
七
六
年
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
大
蔵
省
の
高
官
か
ら
旧
来
の
国
庫
証
券
よ
り
も
っ
と
満
足
の
い
く
短
期
の
政
府
借
入
手
段
の
考
案
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
理
想
的
な
銀
行
資
産
で
あ
る
通
常
の
商
業
手
形
に
で
き
る
だ
け
近
い
一
種
の
約
束
手
形
を
発
行
す
ろ
の
が
最
良
で
あ
ろ
う
と
勧
告
し
た
。
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が
大
蔵
省
証
券
で
あ
り
、
一
九
三
九
年
後
の
数
年
間
大
蔵
省
預
金
受
取
証
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
は
短
期
の
政
府
借
入
の
主
要
手
段
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
蔵
省
証
券
と
市
場
と
の
詳
細
な
説
明
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
が
、
大
蔵
省
証
券
の
存
在
は
、
や
が
て
。
　
「
ラ
ド
ク
リ
フ
報
告
」
の
憂
慮
の
対
照
と
な
っ
た
。
大
蔵
省
証
券
は
、
最
初
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
考
案
し
た
単
刀
直
入
な
借
入
方
法
か
ら
距
離
を
へ
だ
て
、
次
第
に
金
融
規
制
の
中
枢
へ
と
移
動
し
た
。
す
な
わ
ち
「
現
金
と
大
蔵
省
証
券
が
実
際
上
相
互
に
交
換
可
能
と
な
り
、
現
金
の
供
給
で
な
く
大
蔵
省
証
券
の
供
給
こ
そ
が
国
内
銀
行
組
織
を
効
果
的
に
調
整
す
る
基
準
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
－221 －
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む
す
び
　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
業
績
と
ひ
と
と
な
り
を
重
視
し
な
が
ら
、
彼
の
中
央
銀
行
政
策
論
へ
の
影
響
を
述
べ
て
き
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
最
終
の
課
題
は
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
が
果
し
て
プ
レ
ス
ネ
ル
の
指
摘
し
た
よ
う
に
中
央
銀
行
の
真
の
経
済
理
論
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ど
う
か
の
検
討
で
あ
る
。
－222 －
　
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
、
商
業
銀
行
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
も
不
充
分
な
準
備
し
か
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
極
度
に
心
配
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
充
分
な
準
備
を
も
つ
こ
と
に
ょ
っ
て
貨
幣
市
場
を
よ
り
よ
く
統
制
で
き
る
と
信
じ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
多
額
の
商
業
銀
行
残
高
を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
準
備
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
残
高
の
多
く
は
、
手
形
交
換
残
高
と
し
て
必
要
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
何
ら
か
の
誤
解
が
あ
る
。
さ
ら
に
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
中
央
銀
行
論
と
い
う
も
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
た
ち
の
智
能
に
依
存
す
る
政
策
的
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
が
、
十
八
世
紀
後
半
、
そ
し
て
一
九
一
四
年
頃
ま
で
商
業
銀
行
家
た
ち
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
依
存
し
な
い
よ
う
な
、
彼
ら
自
身
の
準
備
を
や
り
く
り
す
る
代
替
的
な
力
法
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
ろ
と
、
ヘ
ン
リ
イ
・
ソ
ー
ン
ト
ン
｛
}
{
e
o
q
T
h
o
r
n
t
o
n
｝
に
は
中
央
銀
行
業
の
経
済
理
論
は
あ
っ
た
が
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
は
、
果
し
て
貨
幣
に
対
す
る
需
要
の
理
論
あ
る
い
は
利
子
論
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
く
な
る
。
一
八
七
〇
年
代
の
初
期
に
お
い
て
公
定
歩
合
が
ひ
と
た
び
市
場
金
利
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ら
い
、
そ
れ
は
急
速
に
金
準
備
を
強
化
し
、
ま
た
一
時
的
な
外
国
為
替
の
逼
迫
を
緩
和
す
る
た
め
の
有
カ
な
武
器
と
な
っ
た
。
金
利
政
策
を
効
果
な
ら
し
め
た
国
内
的
要
因
は
弱
ま
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
対
外
的
要
因
は
そ
の
重
要
性
を
急
速
に
高
め
る
よ
う
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
こ
れ
ら
要
因
を
十
分
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
十
分
認
識
し
て
い
た
ら
、
強
力
な
金
利
政
策
を
実
施
す
る
た
め
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
経
営
陣
を
も
っ
と
強
化
す
る
こ
と
を
の
ぞ
み
、
そ
の
代
り
、
金
準
備
の
大
き
さ
に
つ
い
て
あ
れ
ほ
ど
ま
で
憂
慮
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
評
論
家
で
あ
り
、
編
集
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
を
外
か
ら
実
利
的
に
な
が
め
る
要
素
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
バ
ジ
ョ
ッ
ト
が
中
央
銀
行
政
策
論
に
何
ら
か
の
影
響
を
あ
た
え
た
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
過
大
評
価
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
長
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
史
の
中
で
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
主
張
が
一
区
画
を
な
し
た
と
思
う
の
は
、
セ
エ
イ
ヤ
ー
ス
と
わ
れ
わ
れ
の
み
で
は
な
い
で
あ
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中
央
銀
行
政
策
論
に
与
え
た
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
影
響
ろ
う
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